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地域づくり活動 NPO事業助成（連携重視）事業 実績報告 
 

団体名 
特定非営利活動法人  

北播磨市民活動支援センター 
代表者名 理事長 柳田 吉亮 

事業名 子育て世代の父親力・家族力育成事業 

 

＜事業実施実績＞ 

年 月 日 活 動 内 容 

2020年 

7月 7日 

第 1回実行委員会 

内 容：令和 2年度の勉強会・交流会およびファザーリング・フェスタについて協議  

参加者：13名 

8月23日 

タイトル：【勉強会】勉強会「鋸の使い方」  

講 師：小林建匠 

内 容：普段使うことのない大きな鋸で丸太切り体験。鋸の使い方を学んだ 

参加者：父親 6名・母親 5名・子ども 2名 

9月20日 

タイトル：【勉強会】木工工作「キッズチェアー作り」  

講 師：小林建匠 

内 容：8 月の勉強会で学んだ鋸の使い方を活かし、親子でキッズチェアーを作成  

参加者：父親 5名・母親 1名・子ども 6名 

10月18日 

タイトル：【勉強会】木工工作「キッズチェアーキット作り」 

内 容：9月のワークショップで学んだ技術を活かし、「エクラ mamaフェスハロウィ

ンワークショップ」に出展するため、メンバーのみでキッズチェアーのキットを作成 

参加者：父親 5名・子ども 1名 

10月25日 

タイトル：mamaフェス実行委員会連携ハロウィンワークショップ 

「親子でキッズチェアーを作ろう！」 

内 容：作成しておいたキットを使ったワークショップを開催。 

参加者：父親 21名・母親 61名・子ども 84名・祖母 2名 

（内、エクラパパサークル「one」ワークショップには父親 10名・母親 9名・ 

子ども 11名の参加） 

※参加した父親・母親がパパサークル「one」の活動を見て、パパサークルに新規 2

名が加わった 

11月 1日 

タイトル：【勉強会】自然観察サポートチーム連携「世界でたったひとつの貴石探し」 

講 師：北播磨自然観察サポートチーム「おおばこの会」 

内 容：加古川河川敷で鉱石について学ぶ。また、石切りや石積み競争など北播磨の

自然を利用した遊びや、自然環境について学習した 

参加者：父親 5名・母親 7名・子ども 14名 
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11月28日 

第 2回実行委員会 

内 容：ファザーリング・フェスタの内容・募集方法・開催方法等について協議   

参加者：12名 

12月13日 

タイトル：チーム・ダンスまかろん連携クリスマス会 

「クリスマスソングをカホンで演奏」 

講 師：チーム・ダンスまかろん 

内 容：チーム・ダンスまかろんの指導および協力のもと、エクラパパサークル「one」

によるカホン演奏を披露。また、サンタやトナカイに扮した演出で子育て中のパパの

活動を広く PRする機会とした 

参加者：父親 23名・母親 30名・子ども 42名・祖母 1名 

※クリスマス会終了後にパパサークルに新規 1名が加わった 

2021年 

1月17日 

タイトル：【勉強会】小野市国際交流協会連携「英語絵本のお話会」 

講 師：小野市国際交流協会 

内 容：音の出る絵本やカラフルな色の絵本の紹介、優しい日本語でのコミュニケー

ションについて学んだ 

参加者：父親 6名・母親 3名・子ども 6名 

2月14日 

タイトル：【勉強会】人権書道「きらきら」連携「ダイナミック書道に挑戦」 

講 師：人権書道「きらきら」 

内 容：所属の多くが障がい児・者で占める団体、人権書道「きらきら」。 

ダイナミック書道体験を通し、障がい児・者との交流を図るとともに、障がい児・者

への理解を深める 

参加者：大人21名・子ども14名（障がい児・者を含む） 

3月14日 

タイトル：ファザーリング・フェスタ 

内 容：mamaフェス実行委員会・北播磨自然観察サポートチーム「おおばこの会」・

チーム・ダンスまかろん・小野市国際交流協会・人権書道「きらきら」の団体および

子ども会OB会「JKOB」の協力を得、父親が参加しやすい内容のワークショップを開催

し、父親の育児参画を促進 

参加者：父親59名・母親60名・子ども96名 

 

＜効果と成果＞ 

これまでも父親の子育て参画を推進するための事業を展開してきたが、正直、参加者を集め

ることに苦労してきた。今回、「子どもと楽しむ」という内容をメインにし、ハードルを下げ

て実施したところ、コロナ禍で外に出る機会が少ないことも影響したのか、父親の参加率が非

常に高くなった。結果、「おとうさん楽しむ！子ども喜ぶ！ママ笑う！」というテーマのとお

り、家族が笑顔になる企画となった。 

また、ハードルを下げ参加しやすくするために、多くの団体と協働で開催したことも大きな

要因だと考える。環境分野・地域活動・子育て支援・国際交流・多文化共生・障がい者福祉な

ど、多様な団体の力を合わせたことで、参加者の興味を引き、魅力あるイベントとなった。何

よりも、ファザーリング・フェスタを迎えるまでの実行委員会や勉強会等での交流、そしてお

互いの理解が深まったことは何物にも代えがたい。 

今後は、今回関わっていただいた団体同士のつながりも視野に入れ、地域団体のネットワー

クを拡げていけるよう、活動していきたい。 
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＜収支決算書＞ 
 

（収入） 

項   目 金 額（円） 

地域づくり活動 NPO事業助成金 460,000 

ファザーリング・フェスタ事業収入 9,600 

自己資金 49,177 

合  計 518,777 

 

（支出） 

区分 項   目 金 額（円） 
左のうち助成対象

金額（円） 

直 

接 

経 

費 

謝金 244,136 244,136 

チラシ制作費 53,910 53,910 

材料費 63,000 63,000 

その他（行事保険） 2,500 2,500 

小  計 363,546 363,546 

間接経費（一般管理費） 155,231 96,454 

合  計 518,777 460,000 

 


